




たのかを報告する。現代政策学部の 2 年生を対象とした地域イノベーションⅠA では、地域防
災をテーマに学生達に「地域づくり」を教えている。本稿を執筆している 2018 年も、6 月の大












































4 月12日 第 1 回 ガイダンス＆課題
4 月19日 第 2 回 講義＆ディスカッション：地域防災と自助・共助・公助
4 月26日 第 3 回 講義＆ディスカッション：災害史と災害法制 1
5 月10日 第 4 回 講義＆ディスカッション：災害史と災害法制 2
5 月17日 第 5 回 講義＆ディスカッション：自主防災組織と消防団
5 月24日 第 6 回 講義＆ディスカッション：地区防災計画の検討
5 月31日 第 7 回 講義＆ワークショップ：家庭内 DIG の実施
6 月 7 日 第 8 回 講義＆ワークショップ：ブレインストーミング
6 月14日 第 9 回 講義＆ワークショップ：KJ 法
6 月21日 第10回 講義＆ワークショップ：第 8 回、第 9 回の成果報告 
6 月28日 第11回 講義＆ディスカッション：安否確認ゲーム J-DAG の説明
7 月 5 日 第12回 講演＆ディスカッション：地域防災における基礎自治体の役割
7 月12日 第13回 シミュレーション訓練：安否確認ゲーム J-DAG の実施
7 月19日 第14回 シミュレーション訓練：安否確認ゲーム J-DAG の反省会































































　その結果について、地域防災の全体像を分かりやすく整理できた 3 つの班（C 班・F 班・G 班）




ように図式化しようとしたところが、C 班と F 班の着目点であろう。
　これに対して、C 班や F 班のように不安と対応（対策）を一致させるだけではなく、より着




























身は、町内の住民の安否確認や避難誘導の指示、資機材の管理等である。本訓練は、7 月 12 日





・ 地震発生の日時は 7 月 12 日（木）11 時 35 分。震度は坂戸市内で 6 強、地震の規模はマグ
ニチュード 8 である。
・ 気温は 33 度、湿度は 76% である。

















































































（ 1 ） 白幡晶（2018）「大学生機能別消防団結成を人材育成へ」『大学時報』382 号 pp. 2-7。
（ 2 ） 内閣府（2014）『地区防災計画ガイドライン～地域防災力の向上と地域コミュニティの活性化に向
けて～』p. 20。（http://www.bousai.go.jp/kyoiku/pdf/guidline.pdf）
（ 3 ） 消防庁（2017 年）『自主防災組織の手引─ コミュニティと安心・安全なまちづくり─』p. 6。
（http://www.fdma.go.jp/html/life/bousai/bousai_2904.pdf）




（ 5 ） 防災塾・だるま、J-DAG について詳しくは下記のページを参照。
・防災塾・だるまホームページ（http://darumajin.sakura.ne.jp/index.html）
・J-DAG ホームページ（http://darumajin.sakura.ne.jp/45hakkachokugo/index.html）
（ 6 ） コラムの内容については下記のページの「2018 年 9 月地域防災を学んで… 2 年小針くん、山室く
ん、加山くん、篠島くん」を参照。
 ・https://www.josai.ac.jp/education/modernpolicy/door/index.html
写真 6　受講者達の成果を取りまとめた資料集
